
千葉 一裕氏  国立大学法人 東京農工大学 学長  

食料供給産業の未来のあるべき姿を実現するために 

 

自らの研究成果に基づくスタートアップ企業 (JITSUBO (株)) 

を創業。2020 年 4月、東京農工大学学長に就任。 

農林水産省アグリビジネス創出事業企画審査委員、文部科学省

イノベーション創出若手研究人材養成評価作業部会委員等の

他、農林水産省が実施する「ムーンショット型農林水産研究開

発事業」のプログラムディレクターを務めている。 

 

 

 

＜ご講演概要＞ 

○ほとんどのグローバルリスクの主役は農林水産業関連

である（自然災害、異常気象、食料危機、感染症、

人為的環境災害等）。 

〇イノベーションという言葉は曖昧で様々な解釈が可能で

あるため、目標を設定し、方向性を明確に示すとともに共通認識をもって取り組むことが必

要。ケネディ大統領が「困難だからこそ 10 年以内に月に行く」とアポロ計画を発表したように、

イノベーション達成にはスピード感が重要である。 

○仕事を通じて地球温暖化や食料問題への加害者になりうることを認識し、生活様式や仕事

の目標設定にまで切り込んで考えていくべき。イノベーションに画期的、飛躍的な技術開発を

期待するのみでなく、解決すべき課題に対して着実に取り組むことが、農林水産分野の躍進

につながる。 

○日本は山が多く、降雨量も多く、綺麗な空気もあり、様々な条件下で農法を確立してきた。

当面は国際交渉でも日本の強み（信頼関係がある、狭さを上手く利用する等）を主張しつ

づけるべき。そもそも農業は地域の特性に左右されるものであり、画一的な指標で考えるべき

ではない。 
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